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5
月
1
3
日
㊤
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
開
催

~
世
代
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
~
朋
「
在
京
自
室
会
総
会
」

今
年
の
在
京
白
墨
会
総
会
は
、
母
校
創
立
記
念
日
の
5
月
1
3
日
、

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

(
千
代
田
区
二
番
町
)

で
開
か
れ
ま
す
。

幹
事
は
昭
和
5
0
年
卒
の
皆
さ
ん
。
当
日
は
紫
波
町
の
銘
酒
「
堀
の

井
」
の
鏡
開
き
や
、
「
大
運
動
会
お
よ
び
応
援
風
景
」
の
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

「
書
と
絵
画
の
展
示
お
よ
び
解
説
ト

ー
ク
」
を
併
催
い
た
し
ま
す
。
こ
ち

ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、

お
招
き
す
る
先
生
は
、
安
藤
先
生
、

沢
藤
先
生
、
原
先
生
の
予
定
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る

と
、
1
8
8
0
(
明
治
蔓
年
5
月

1
3
日
は
木
曜
日
だ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
今
年
の
5
月
1
3
日
は
日
曜
日
。

母
校
創
立
以
来
、
4
6
3
8
5
日

日
の
こ
の
日
。
時
間
も
1
3
時
か
ら

1
6
時
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
ま
で
な
か
な
か
ご
都
合
が
つ
か

な
か
っ
た
方
も
、
ぜ
ひ
今
年
は
ご

出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を

心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(
5
0
年
卒
幹
事
一
同
)

今
年
で
3
9
回
目
を
迎
え
る
在
京
白

墨
会
総
会
の
幹
事
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
昭
和
5
0
年
卒
で
す
。
昭

和
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
生
ま
れ
た
せ
い

で
し
ょ
う
か
、
世
代
を
つ
を
ぐ
架
け

橋
に
な
ら
ん
、
な
ど
と
勝
手
に
思
い

つ
つ
、
新
た
な
趣
向
で
臨
み
ま
す
。

主
な
企
画
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

懇
親
会
の
冒
頭
で
は
紫
波
町
は
高

橋
酒
造
の
ご
協
力
で
「
堀
の
井
鏡
開

き
」
。
引
き
続
き
ま
し
て
、
「
大
運
動

会
お
よ
び
応
援
風
景
写
真
の
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
」
を
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

ご
歓
談
の
ひ
と
時
を
。
今
年
は
こ
の

「
ひ
と
時
」
が
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

年
次
ご
と
に
旧
交
を
温
め
る
も
よ

し
、
P
R
に
使
う
も
よ
し
。
皆
様
の

お
時
間
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

宴
会
場
に
隣
接
し
た
別
会
場
で

は
、
佐
藤
容
廉
、
三
浦
千
波
に
よ
る

中世城郭探訪を趣味としている在京白豊会事務局員が解説しながら案内します。

※鉢形城は、天正18年(1590)の秀吉による北條氏攻めに際し、1カ月の籠城戦の未に

陥落するまで、北関東における北條氏支配の拠点の-つだった規模の雄大な城郭です。

皆さんが見慣れた近世の城である石垣造りの天守閣のある城ではなくて、それ以前の

土で出来た城とはどのようなものだったのか、ということが理解できる格好の城です。

在
京
白
望
会
文
化
活
動
の
一
環

と
し
て
、
次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

■
期
日

4
月
7
日
(
土
)

(
雨
天

中
止
‥
参
加
者
に
は
個
別
に
連
絡

し
ま
す
)

菓
見
学
先

国
指
定
史
跡

鉢
形

城
跡
(
埼
玉
県
寄
居
町
)

臆
集
合
場
所

東
武
東
上
線
池
袋
駅

南
改
札
口
切
符
売
場
付
近
(
地
上
階
)

■
集
合
時
刻

午
前
8
時

漢
行
動

0
8
‥
1
8
池
袋
駅
発
車
し
0
0
‥

4
6
玉
淀
駅
下
車
-
荒
川
河
畔
-
鉢

形
城
歴
史
館
・
寄
居
町
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
見
学
寸
城
跡
見
学
-
1
5
‥

0
0
頃
寄
居
駅
前
に
て
解
散
(
歩
行
距

離
‥
約
5
血
)
。

な
お
、
荒
川
河
畔
(
名
勝
「
玉

淀
」
)

で
は
宮
沢
賢
治
の
歌
碑
に
立

ち
寄
り
ま
す
。
(
解
散
後
、
寄
居
駅

前
に
て
有
志
に
よ
る
懇
親
会
)

臆
経
費

往
復
の
交
通
費
及
び
昼

食
代
は
自
弁

臆
服
装

ハ
イ
キ
ン
グ
が
で
き
る

服
装

臆
申
込

在
京
白
墨
会
事
務
局
に

前
日
ま
で
に
お
申
込
み

(
電
話
・
F

A
X
・
E
メ
ー
ル
等
)

下
さ
い
。
参

加
は
在
京
日
豊
会
非
会
員
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

藍
開
聞
∵
詞
醸
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財
団
法
人
東
京
交
響
楽
団
評
議
員
・
事
務
室
長

中
塚
博
則
(
S
笹
卒
)

私
は
、
昭
和
4
8
年
卒
で
す
。
東
京

交
響
楽
団
事
務
局
に
勤
務
し
て
2
0
年

に
な
り
ま
す
。
過
日
「
芸
術
鑑
賞
ク

ラ
ブ
」
が
で
き
た
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
芸
術
活
動
に
携
わ
る
者
と
し
て

う
れ
し
い
限
り
で
す
。

日
本
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
音
楽
が
入

っ
て
き
て
1
0
0
年
余
り
で
す
が
、
現
在

日
本
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
に
は
2
6
の

プ
ロ
団
体
が
加
盟
す
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
日
本
の
芸
術
・
文
化
の
一

翼
を
担
い
、
世
界
に
通
用
す
る
も
の

に
成
長
し
て
き
て
い
ま
す
。

東
京
交
響
楽
団
は
、
創
立
6
1
周
年

を
迎
え
た
日
本
で
3
番
目
に
古
い
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。

第
1
期
の
黄
金
時
代
は
1
9
5
1

年
か
ら
1
9
6
4
年
ま
で
で
す
。
世

界
の
有
名
指
揮
者
や
ソ
リ
ス
ト
を
招

増
し
、
文
部
大
臣
賞
等
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
の
後
、
不
況
の
影
響
を
受
け
財

団
法
人
を
解
散
し
ま
し
た
が
、
楽
団

員
の
音
楽
に
対
す
る
情
熱
は
強
く
、

多
く
の
支
持
や
声
援
に
励
ま
さ
れ
て

翌
年
に
は
定
期
演
奏
会
を
再
開
し
ま

し
た
。
厳
し
い
社
会
環
境
に
あ
り
を

が
ら
、
常
に
高
度
な
演
奏
を
志
向
し

積
極
的
な
演
奏
活
動
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

そ
の
中
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
か

ら
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
が
出
て
、
財
団

法
人
の
復
活
、
大
ス
ポ
ン
サ
ー
の
獲

得
と
力
を
発
揮
し
、
1
9
8
9
年
か

ら
の
第
2
期
黄
金
時
代
を
築
き
ま
し

た
。
毎
年
、
大
型
企
画
に
取
り
組
み
、

著
名
な
賞
を
次
々
に
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

現
在
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
富
ん

だ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
演
奏
で
、
多

く
の
聴
衆
の
支
持
を
得
る
た
め
に
努

力
し
て
い
ま
す
。

海
外
公
演
は
昨
年
の
中
国
公
演
も

含
め
1
7
カ
国
6
9
公
演
に
な
り
ま
す
。

2
0
0
4
年
よ
り
川
崎
市
の
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
音

響
の
優
れ
た
ミ
ユ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
て
練
習
と
本
番
を

多
く
行
っ
て
お
り
、
一
層
音
に
磨
き

が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

主
催
す
る
定
期
公
演
と
し
て
は
サ

ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
定
期
演
奏
会
、
東

京
芸
術
劇
場
シ
リ
ー
ズ
、
東
京
オ
ペ

ラ
シ
テ
ィ
シ
リ
ー
ズ
、
川
崎
定
期
演

奏
会
、
こ
ど
も
定
期
演
奏
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
サ
マ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
や
第
九
公
演
、
ニ
ュ
ー
イ
ヤ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
特
別
演
奏
会

も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
文
化
は
国
家
の
魂
で
あ
り
、
芸

術
は
文
化
の
極
み
で
あ
る
」

こ
と
を

信
じ
、
人
々
に
生
き
る
勇
気
や
癒
し

を
も
た
ら
す
感
動
を
提
供
で
き
る
演

奏
会
を
ひ
と
つ
で
も
多
く
作
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

是
非
、
一
度
東
上
星
父
響
楽
団
の
演

奏
を
お
聴
き
下
さ
い
。

在京「白聖書」会員と関係者の皆様へ

中塚さんから、在京白壁会員の皆様に特別割引きプレゼントです。

出向いてチケットを購入する必要はありません。

割引料金で、チケットが入手できます。

お気軽に御利用ください。

①お申込み:お電話(044-520-1511)で

TOKYO SYMPHONYチケットセンターへ

(平目10:00へ18:00 土曜10:00へ14:00)

②入場券のお渡し:郵便振替用紙を添えて、ご希望の場所へ郵送。

(送料は楽団負担)

③お支払い:入場券を受取りましたら、コンビニエンスストアか

郵便局で。(振込手数料は楽団負担)

④その他:申込時に必ず「在京『白墨含』」会員又はその関係者

であることをお知らせ下さい。そうでないと割引にな

りません。

ご希望の演奏会の前日までにお申し込み下さい。

⑤対象となる演奏会:東京交響楽団が主催するコンサート

☆定期演奏会 サントl)」ホール定期演奏会 10回

東京芸術劇場シl)」ズ 4回

東京オペラシティシl)」ズ 6回

l冊奇定期演奏会 4回 ほか

<コンサートの詳細等は>http://www.tokyosymphony.com



在京自重会報 2007年3月(第22号)(3)

3
6
年
卒
コ
ン
ビ
阿
部
正
樹
脚
色
・
立
花
一
男
演
出

俳
優
座
公
演

「
江
戸
の
極
楽
と
ん
ぼ
」
1
月
1
6
~
2
5
日
上
演

脚
色
・
上
田
次
郎
(
本
名
・
阿
部
正
樹
I
B
C
社
長
)
、
演
出
・
立
花
一
男
(
俳
優
座
)

の
3
6
年
卒
演
劇
部
出

身
コ
ン
ビ
が
7
月
、
俳
優
座
(
六
本
木
)

で
「
江
戸
の
極
楽
と
ん
ぼ
」
を
上
演
す
る
。
内
容
は
、
浄
瑠
璃
好
き
の

江
戸
の
小
間
物
問
屋
が
弟
子
と
一
緒
に
盛
岡
に
行
っ
た
時
の
艶
っ
ぽ
い
物
語
で
、
盛
岡
弁
で
の
公
演
。
白
書
会
員

は
1
割
引
の
特
典
も
あ
る
。
7
月
は
な
つ
か
し
い
。
ふ
る
さ
と
の
謝
り
“
を
聴
き
に
、
六
本
木
に
大
集
合
だ
!

秋
田
に
「
無
明
舎
」
と
い
う
出
版

社
が
あ
る
。
「
江
戸
の
極
楽
と
ん
ぼ
」

は
そ
こ
か
ら
出
た
。

幕
末
期
の
実
在
し
た
旅
芸
人
の
日

記
を
現
代
語
訳
し
た
も
の
だ
。
そ
れ

を
元
に
発
表
の
当
て
も
な
く
脚
本
を

書
い
た
。

芸
人
は
盛
岡
八
幡
の
目
明
し
の
家

に
止
宿
し
、
近
く
の
麺
張
り
の
小
屋

で
浄
瑠
璃
興
行
し
て
大
金
を
稼
い

だ
。
不
時
に
も
大
仰
な
偽
名
を
使
っ

た
も
の
の
後
で
ば
れ
る
。
い
い
加
減

な
の
だ
。
遊
び
心
に
溢
れ
書
く
作
業

そ
の
も
の
は
楽
し
い
も
の
だ
っ
た
。

あ
る
日
、
友
人
の
立
花
一
男
(
S

3
6
・
演
劇
部
同
期
)

か
ら
メ
ー
ル
が

来
た
。
「
面
白
い
本
は
ね
ー
か
」
「
じ

ゃ
、
読
ん
で
み
ろ
」
と
い
う
こ
と
で

送
っ
た
。
立
花
君
は
俳
優
座
の
企
画

を
通
し
初
演
出
と
な
っ
た
。

「
年
間
五
本
し
か
本
公
演
は
無
い

ん
だ
、
通
っ
た
の
は
俺
の
力
だ
」
と

立
花
は
え
ぼ
っ
た
。
思
わ
ぬ
展
開
だ

っ
た
。
幸
運
も
感
じ
た
。

「江戸の極楽とんぼ」公演ポスター

は
じ
め
は
男
優
二
人
だ
け
で
、
女

役
も
含
め
何
役
も
早
代
わ
り
す
る
本

で
あ
っ
た
が
、
役
者
が
死
ぬ
と
の
こ

と
で
、
4
人
と
な
っ
た
。
伊
達
弁
、

盛
岡
弁
が
行
き
か
う
。
後
は
切
符
が

売
れ
る
こ
と
を
願
う
だ
け
だ
。

阿
部
正
樹
(
S
3
6
・
演
劇
部
)

◇
公
演
期
間

2
0
0
7
年
7
月
1
6

日
(
月
・
祝
)
~
7
月
2
5
日
(
水
)

◇
公
演
会
場

劇
団
俳
優
座
5
階

稽
古
場
(
客
席
数
1
0
0
席
予
定
)

港
区
六
本
木
4
ノ
9
ノ
2

◇
開
演
時
間

昼
1
‥
3
0
(
1
6
・
1
9
・

2
0
・
2
1
・
2
2
・
2
4
・
2
5
日
)

夜
6
‥
3
0
(
1
7
・
1
8
・
2
0
・
2
3
日
)

◇
前
売
開
始
日

6
月
4
日
(
月
)

◇
料
金
一
般
5
0
0
0
円
/
学
生

3
5
0
0
円
(
全
席
指
定
・
各
税
込
)

◇
立
花
一
男
扱
い

4
5
0
0
円

(
俳
優
座
に
「
立
花
一
男
扱
い
」
の
旨

電
話
で
申
込
む
と
1
割
引
と
な
る
)

0
3
・
3
4
0
5
・
4
7
4
3

◇
一
ス
テ
ー
ジ
的
名
以
上
な
ら
団
体

割
引
(
1
5
-
2
0
%
引
)

「
在
京
日
豊
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
そ

の
他
か
ら
、
白
聖
関
係
の
最
近
の
話

題
を
拾
っ
て
み
ま
し
た
。

●
野
田
真
理
子
さ
ん

(
S
4
3
卒
)

歴
史
文
学
賞
を
受
賞

野
田
真
理
子
さ
ん
が
、
新
人
物
往

来
社
主
催
の
平
成
1
8
年
度
第
3
1
回

「
歴
史
文
学
首
里
を
受
賞
し
ま
し
た
。

一
…
曇
貝
作
の
タ
イ
ト
ル
は
「
孤
軍
の
城
」
。

戦
国
の
動
乱
に
翻
弄
さ
れ
る
織
田
信

長
の
叔
母
の
数
奇
な
運
命
を
綴
っ
た

も
の
で
す
。
受
賞
作
は
「
歴
史
読
本
」

2
0
0
7
年
2
月
号
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
馬
場
勝
彦
さ
ん

(
S
街
卒
)

「
も
り
お
か
の
ガ
キ
大
将
」

盛
岡
市
民
福
祉
バ
ン
ク
な
ど
を

設
立
し
た
馬
場
勝
彦
さ
ん
は
、
2
0

0
4
年
に
6
3
歳
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
が
、
故
人
を
忍
び
馬
場
勝
彦
追
悼

出
版
実
行
委
員
会
(
代
表
・
村
井
政

吉
氏
)
が
「
も
り
お
か
の
ガ
キ
大
将
」

と
題
す
る
本
を
昨
年
8
月
に
上
梓
し

ま
し
た

(
杜
陵
高
速
印
刷
出
版
部
/

定
価
税
込
1
6
8
0
円
)
。

馬
場
勝
彦
氏
に
つ
い
て
在
京
日
豊

会
前
会
長
及
川
昭
伍
さ
ん
(
S
挙
卒
)

は
、
在
京
日
豊
会
掲
示
板
に
以
下
の

よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

馬
場
勝
彦
君
に
つ
い
て
、
永
六

輔
は
、
「
盛
岡
に
馬
場
勝
彦
と
い
う

男
が
い
た
…
‥
と
誰
か
が
そ
の
名

前
を
口
に
す
る
間
は
、
馬
場
勝
彦

は
生
き
て
い
る
。
」
と
い
う
一
文
を

寄
せ
た
。
馬
場
君
は
、
(
中
略
)
盛

岡
に
新
し
い
風
を
起
こ
し
た
快
男

児
だ
っ
た
。
(
中
略
)
盛
岡
を
愛
し
、

盛
岡
に
生
き
た
馬
場
君
の
生
前
の

講
演
な
ど
が
一
冊
の
本
に
な
っ
た
。

埜
ハ
輔
、
秋
山
ち
え
子
、
さ
と
う

宗
幸
、
伊
奈
か
っ
ぺ
い
な
ど
の
長

年
の
応
援
団
や
盛
岡
の
大
勢
の
仲

間
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
の
っ
て

い
る
。
こ
の
本
も
一
読
を
お
奨
め

し
た
い
。

●
太
田
愛
人
さ
ん

(
S
却
卒
)

「
『
武
士
道
』
を
読
む
」
上
梓

太
田
愛
人
さ
ん
が
、
昨
年
1
2
月
、

平
凡
社
新
書
か
ら
『
武
士
道
』
を
読

む
-
新
渡
戸
稲
造
と
「
敗
者
」

の
精

神
史
-
(
定
価
税
込
8
1
9
円
)
を

上
梓
し
ま
し
た
。

藤
原
正
彦
氏
の

『
国
家
の
品
格
』

な
ど
で
『
武
士
道
』
が
注
目
を
浴
び
て

い
ま
す
が
、
牧
師
で
も
あ
る
著
者
が

戊
辰
戦
争
の
「
敗
者
」
で
あ
る
南
部
藩

の
精
神
と
「
キ
リ
ス
ト
教
」
の
視
点
か

ら
新
渡
戸
の
名
著
「
武
士
道
」
の
新
し

い
読
み
方
を
提
示
。
「
白
墨
の
先
輩
を

含
め
て
多
く
の
南
部
人
士
が
登
場
し
、

白
書
会
員
に
一
読
を
お
奨
め
」

(
同
・

及
川
昭
伍
前
会
長
の
コ
メ
ン
ト
)
と

い
う
本
で

す
。
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第
3
回
在
京
白
聖
レ
山
丁
イ
ス
会

6
月
2
3
目
㊤
聞
催

第
3
回
目
を
迎
え
る
在
京
白
聖
レ
デ
ィ
ス
会
。
初
回
の
一
昨
年

が
3
6
名
、
2
回
目
の
昨
年
が
曲
名
と
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
盛
会

に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
気
の
理
由
は

「
出
席
し
て
も
夕
方
ま
で
に

帰
宅
で
き
る
」
「
女
子
同
士
な
の
で
話
が
は
ず
ん
で
楽
し
い
」
誓

あ
な
た
も
ぜ
ひ
、
こ
の
楽
し
い
女
子
の
輪
に
加
わ
っ
て
下
さ
い
。

(
開
催
要
領
)

●
日
時

平
成
1
9
年
6
月
2
3
日
(
土
)

1
2
時
-
1
4
時

●
会
場

大
木
埜
界
急
イ
ン

(
京
浜
東
北
線
大
森
駅
ビ
ル

内
中
央
改
札
口
)

串
亀
(
い
」
㊧
〇
十
亀

●
会
費

5
千
円

当
日
は
フ
ー
ド
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

香
村
央
子
さ
ん

(
昭
3
0
年
卒
)

の

「
ス
パ
イ
ス
よ
も
や
ま
話
」

の
楽
し

い
講
演
と
お
食
事
を
し
な
が
ら
、
出

席
者
皆
様
と
の
歓
談
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
在
京
及
び
関
東
在
住
の
O

G
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
左
記
担
当
幹

事
ま
で
、
住
所
、
氏
名
、
卒
業
年
度
、

電
話
(
F
A
X
)
番
号
を
、
電
話
ま

た
は
F
A
X
に
て
6
月
1
0
日
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
担
当
幹
事
(
昭
0
0
卒
)
)

・
中
塚
慶
子

毒
「
降
F
>
裏
口

(
露
(
室
生
)
阜
課
〇

・
茂
尾
紀
子

害
い
(
ま
い
)
い
貧
の

・
小
林
敦
子

8
(
巻
き
)
玉
減

●
芸
術
鑑
賞
ク
一
フ
ブ
「
e
S
a
一
号
票
蓋

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

昨
年
1
2
月
1
2
日
(
火
)
、
在
京
日
豊

会
芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ
「
ル
・
サ
ロ
ン
・

ブ
ラ
ン
」
の
主
催
で
、
森
知
英
さ
ん

(
S
街
卒
)

の
ク
リ
ス
マ
ス
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
を
カ
ワ
イ
表
参
道
店
2

階
「
パ
ウ
ゼ
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

演
奏
は
他
に
松
岡
淳
さ
ん

(
H
l

卒
)
、
渡
辺
智
子
さ
ん

な
ど
も
披
露
。
演
奏
終
了
後
は
、
一

緒
に
パ
1
T
ィ
ー
で
歓
談
し
、
楽
し
い

年
末
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ
「
ル
・
サ
ロ
ン
・

ブ
ラ
ン
」
は
、
今
年
も
趣
向
を
変
え

た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
ご
案
内
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
期
待
下
さ
い
。

●
第
4
回
在
京
自
室
ゴ
ル
フ
大
会

年
次
対
抗
戦
は
5
0
年
率
優
勝

昨
年
1
1
月
1
7
日
(
金
)
、
第
4
回
在

京
日
豊
会
ゴ
ル
フ
大
会
が
「
ザ
・
ゴ年次対抗で優勝した50年卒チーム右から佐々木、

山影、田村、水原の各氏。左端は馬場会長)

自重五行歌会は、今年3月から毎月第1金曜日

に変更しました。午後6時間30分から秋葉原

で歌会を行っています。参加をご希望の方は

03-3269-3420山田(42年卒・自重五行歌会代

表)まで。メ→レはsakuraco@ieaf.0Cn.ne.jp

や
た
ら
に
暖
か
い

温
暖
化
の
せ
い
?

と
怒
っ
て
み
て
、
も

身
体
は
正
直

楽
だ
と
言
っ
て
い
る

三
浦
千
波
(
5
0
年
卒
)

ブ
ル
ー
な
人
生
を

ハ
ッ
ピ
ー
に
す
る
に
は

魔
術
師
に
頼
ら
ず

彩
り
豊
か
な

画
家
に
な
る
こ
と
だ

伊
奈

裕
(
3
8
仕
土
牛
)

葉
工
に

健
気
に
ふ
く
ら
み
始
め
た

桜
の
つ
ぼ
み

た
だ
ひ
た
す
ら
に

春
を
待
つ

ろ
ろ
ち
ち

(
化
生
走
「
)

子
供
が
い
る

街
に
ほ
っ
と
す
る

犬
猫
鳥
が
寄
っ
て
く
る

街
の
ぬ
く
も
り
を

A
「
感
じ
て
い
る

光

平

(
3
1
有
志
D

※作者名はペンネームの方もいます。

ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎
」

で
行
わ
れ
、

年
次
対
抗
団
体
戦
は
、
今
年
の
総
会

幹
事
年
次
の
5
0
年
卒
チ
ー
ム
が
初
優

勝
し
ま
し
た
。
個
人
の
部
優
勝
は

佐
々
木
喬
さ
ん

(
S
3
6
卒
=
写

真
)

が
栄
冠
に

輝
き
ま
し
た
。

在
京
日
豊
会
の
ク
ラ
ブ
活
動
が
活

発
に
な
り
、
行
事
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
団
塊
の
世
代
が
退
職
す
る
2
0

0
7
年
問
題
は
、
文
化
活
動
の
活
性

化
と
な
っ
て
新
た
な
活
力
を
生
み
出

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
新
し
い
世
界

に
ま
ず
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
。
白
望

会
は
あ
な
た
の
一
歩
、
大
歓
迎
で
す
。


